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�この度は、弊社製品をお買求めいただきましてありがとうございました。�
パッキングケースの中には、下記の部品が入っています。�

ノートPC用セキュリティーボックス（SL-37NCV）取扱説明書�

★用意していただくもの・・・・・プラスドライバー�
手袋（組み立て時のケガ等を防ぐために必ず着用してください。）�
�
�

組立て部品�

設置バリエーション�

使用方法�

使用ボルト�

ボルト(小)×2本〔M6×12〕�

木ネジ×2本〔M5×16〕�

ボルト(大)×2本〔M6×30〕�

ボックス本体×1個�

ブラケット(小)×2個�

ブラケット(大)×左右一組�
両面テープ×4枚�

鍵×2個セット�

※このセキュリティーボックスはデスク天板への設置方法が大きく3通りあります。�
　ご使用環境に合わせて設置して下さい。�

※それぞれの設置方法は裏面、別紙をご参照下さい。�

※木ネジを使って天板に固定。�
　カバーを閉じると外から木ネジを外す事はできません。�
　木製天板のデスクのみ設置可能です。�
　木ネジを使うのでセキュリティーボックスを取り外すと�
　天板表面に穴が空いています。�

任意の位置に設置�

コーナーに設置�

奥に設置�

※ブラケット(小)とボルトを使って天板の後ろエッジに固定�
　カバーを閉じるとボルトを外す事はできません。�
　天板の厚さが12～47mmのデスクに設置可能です。�

※ブラケット(大)とボルトを使って天板に固定します。�
　天板の厚さが12～38mmのデスクに設置可能です。�

ボックス本体に鍵を差し込みカバーを開けます。�

鍵を回すとロックが解除されます。�

鍵�

1 ベースプレートにノートパソコンを置きます。�

※収納可能なサイズ�
　W335×D290×H50mmまで�

2 手前に引きだし、配線をします。�3

収納、ロックする時は、ベースプレートとノートパソコンを奥に戻し、�
カバーを閉め、鍵を引き抜きます。�

※マウス等のケーブルが通る様に�
　すき間(W197×H8mm)があります。�

※後ろへのケーブルはスライド時に挟まない様にするため、ピンを通して下さい。�
　カバー後ろの中央にケーブルの出口があります。�

4

ノートパソコン�

ベースプレート�

ピン�

ケーブル�

ノートパソコン�

出口�
(W72×H22mm)

拡大図�

スペーサー×4個�

カバーを閉じた状態でも外からボルトを回し、�
セキュリティーボックスを取り外す事ができます。�



天板�

ボルト(大)

手前�

ボックス�

天板�
スペーサー�

ブラケット(小)をボルト(大)で締め付けて固定します。�

ボルト(大)で締め付けて固定します。�

木ネジはブラケット(小)の穴に取り付けます。�

天板�

天板�

横から見た図�

天板�

ボルト(大)

ボルト(大)

手前�

ボックス�

両面テープ�

使用ボルト�

木ネジ〔M5×16〕�

使用ボルト�

任意の位置に設置する場合� ※カバーを開けた状態で、本体を木ネジで天板に取り付けます。�

ブラケット(小)と両面テープで固定�

※スペーサーの貼り付け�
ブラケット(小)と木ネジで固定�

※さらに頑丈に設置する場合�

　木製天板のデスクのみ設置可能です。�
　木ネジを使うのでセキュリティーボックスを取り外すと�
　天板表面に穴が空いています。�

木製天板のデスクのみ可能です。木ネジを使うのでセキュリティー�
ボックスを取り外すと天板裏面に穴が空いています。�

カバーを閉めてロックすると、外からは�
木ネジを外す事ができなくなります。�

木ネジ�

天板�

穴�

手前�

手前�

手前�

奥に設置する場合�

ブラケット(小)に両面テープを貼ります。�

天板�

両面テープ�

ボックス裏面�

横から見て大きい方が下になります。�

設置する天板の厚さが12～38mmの場合、�
ブラケット(小)にスペーサーを貼り付けます。�

天板の厚さが38～47mmの場合、スペーサー無しで設置します。�

同様にもう片方のブラケット(小)にも貼ります。�

大きい方が下になります。�

ボックス裏面の穴にブラケット(小)を�
差し込み、天板を挟む様に取り付けます。�

両面テープの剥離紙をはがし、�
ブラケット(小)をボルト(大)で締め付けて固定します。�

ボルト(大)で締め付けて固定します。�

1

ブラケット(小)でボックス本体と天板のエッジを挟みます。�2

ブラケット(小)

ブラケット(小) ブラケット(小)

ブラケット(小)

ブラケット(小)
ブラケット(小)

ブラケット(小)

ブラケット(小)

ブラケット(小)

ブラケット(小) ブラケット(小)

ブラケット(小)

スペーサー�

両面テープ�

スペーサー�

ブラケット(小)

スペーサー�

スペーサー使用時�

手前�

手前�

天板�

ボックス裏面�

ボックス裏面の穴にブラケット(小)を�
差し込み、天板を挟む様に取り付けます。�

ブラケット(小)でボックス本体と天板のエッジを挟みます。�1

裏面に木ネジを取り付けさらに固定します。�2

ボルト(大)〔M6×30〕�

使用ボルト�

ボルト(大)〔M6×30〕�

横から見た図�

スペーサー�

ボルト(大)

木ネジ〔M5×16〕�

手前�

ボックス�

横から見た図�

木ネジ�

ボルト(大)
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カバーを閉めてロックすると、外からは�
ボルト(大)を外す事ができなくなります。�

カバーを閉めてロックすると、外からは�
ボルト(大)を外す事ができなくなります。�



使用ボルト�

コーナーに設置する場合�

ボルト(大)〔M6×30〕�

使用ボルト�

製品に関してのお問い合わせ先は別紙裏面に記載しております。�

ブラケット(大)をボックス本体に取り付けます。�

角に沿って設置する場合� 角から少し離して設置する場合�

1

ブラケット(大)で天板を挟み、固定します。�2

上から見た図� 上から見た図�

ボルト(小)

手前に折り曲がる様に取り付けます。�

ボルト(大)

※ボルト(大)を締め付けて�
　固定します。�

ブラケット(大)

ボルト(大)

手前に折り曲がる様に取り付けます。�

ボルト(小)

ブラケット(大)

ボルト(小)〔M6×12〕�

手前� 手前�

天板� ボルト(大)

ボックス手前�

ボックス�

ブラケット(大)

ボックスを横から見た図�

※ボルト(大)を締め付けて�
　固定します。�

天板� ボルト(大)

ボックス手前�

ボックス�

ブラケット(大)

ボックスを横から見た図�

※ブラケット(大)とボルトを使って天板に固定します。天板の厚さが12～38mmのデスクに設置可能です。�
　�カバーを閉じた状態でも外からボルトを回し、セキュリティーボックスを取り外す事ができます。�


